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:比 数 《最機の機 ]崎 》

九、ヽなる総る″ヽ:き 上の日'が本る常に、私 4薫領守者鳳リヤ争あなた

が 1薔 tt鑢わす。彼 1ま 人の:遮 議・争ら1(、 争もの子蟷争氏it向 けfぐ 拳。私

うヾ永て、こ鍛患をオ丁ち、朧ば
｀
ヒ本くすこと¬ケヾな 電ヽ う1電。
……聖會鶴会鄭は 111'鷲‡マウキ曹3:23-2孝 .

ユ |リ ヤうで晩it永て 1ヽた Itも うヽかわらず人 `や デ薇》ず鳥ぬず、難きなよう

|こ あともってしま″》た。こ鉛こと,イ √.ス が締・ると、轟争たち11直 ち11

そのご支蓄恐デ流れ奪のコハネて
｀
あることな悟りました。

難のP′ ネヽの民親が、「アビヤ無の機・■吟ザカリア」で
｀
あることが、ル

カf轟普罐諏tiオ爵購色李れてヽ`ます。月書率の神殿暴司でした。和裁の夜デ

,亀子争掟うヽり、その1亀 子デ持永、荒れ野に嵐て、経駐の亀ネ》者、鰈に革

の構を締め、ヽ 学`ごと野響争餐べて豊きる撼奪のま口き人物 |(常つこと1壼

携ノだ難も妻pり まゼん。毎舗私く′の姿械神殿荼司ど機種違ヽ`樺よヽ`となり

載す。

神の使ヽ`の人使械、主まれよる,慾 争の泰驚
｀
瀞この黍司it金 ビ減す。槙

の
`i導
者の轟(1ネ女春のイスス鍛骨の統点で

｀
もあ 1,、 息子を凌お畿本人とこ

ての電機が路暴となりまず。

鶴イ象を1農難えた突然のメッ崚―ジデ持典の人間it囁 く時、その時こそ粋

デム類の経たの十 1二 、大きく介λする時なのてす。その後蠣丸》伝える饉

難な作鷲貯を、この11島弩卜鴬計の現事選》″ご|ナがJIき 費lナ ました。

永たるべき上の議に、「神が永て、こ総地憲打ち、減ぼヒ本くす」こと

を防ぐ
｀
のが、機鶴ザカリヤの,驚子の使金です。・慾争も持未、そのことなこ

り誉 1電 対し警寺する時が未るで
｀
にょう。もヒ薇が、人々峰ヽら熱められず

1亀雑きなようltあ ヒもわれたなら、その時枠械ど
｀`
うなするので

｀
しょう?

そうて
｀
す、そね力ヾ軋賞となる時代が、鍵りてヽ`ます。夜も、鰤〔紳も慕

=t
麟:し ヽヽ上場 1電 ム′ごされること|く なるで

｀
しょう。

1餞 的留會の畿後のマウキ雪の預會(=十 言)は、たくも轟くも幾司ザカ
)リ ヤの,亀 子どギや仰独り子の上きるせ`業・て

゛
瞬礼するで

｀
しよう。

マゥキの幸げる、「人ヽヽな曜,総 るべき上c)餞 」が、一体、何争“驚味.し て

、いるのうヽ?そ の曝1妻′象てヽヽるのうヽア 費傷鱗ったの峰ヽ?そ れとも減ノごな
のテ・・・・・? ――部、不曜な,亀 {ま のこり麟す。
還0ぽ 2暴 寺ヾ暖諄ナ威す。曲難な難々1倉 ξオ鱒 ら`も鋭くのて

｀`
こよう浄` ?



鷲鬼牧 《マリアの賛歌 》

暴Qザ カ)Jヤ に現われた縄ビÅ戦Kガ ブ
｀
リスル)が、今度 1壼 イススの骨

となるこ奮マリアのず目tも 乳わオヽ通 す。'鰭出て
｀
は、雅史的 ltマ リアの臨

イち働L峰 向ヾ 上 し、illl:《 」タミ.使のまRをLイムが 相 対漁り|(イム下 す る たみ |(輌
・
者 の上
・
IFr i腱l傑

うヾ聰転 し、瀧終的 |(は マリアの簡に入夜デぼべる麟イ象となります。

すて、そ鍛人硫)ξマリア|(寺 げ
｀
書口らヤたこと11、神の子供ヤヽ あな

｀
たの

貫翁薦it宿 る、と もヽうものです。燿1象 争飽するメッセージが特定の人間 1電

人うヽら轟く裂L受 の』キこそが人.類の経た鈴十に沖が大きく今入してふる

』奪て
｀
す。霧1血ならばヨナの無く逃げふこたくもなるような會昔き、粋 1オ

乙欧刊崚豊わぐるのて
'｀

す。あなたの員台|ま そのノ1め のものだと。もう、講難

も轄も導鳥められ』ヾ ん。そんな人生があって風 1ヽの う`ダ
｀
メなのか?オや

の強JIザ 1囀軍ヒまくられる!海ねなふ畿̀マ }リ アで
｀
した。と思ヽ`きや、この

メ、.(1、 その申ヒ出争、壼々と費けて上つ人で |`こ た。露ハネの鍵上のことで
｀

呻今ヒノ(ザカリヤよりも、ぼるう`1(1饗 く、崚た聰 こく、彼女ぽ自分の身の

上 1電起こりつつある費イヒ》費け入れノでので
'す
。

マ |リ アの賛歌 11、 範称マニフイカト(M碑 1群 鷲 fゞ ご¢盛オ)と 嗜ばれ

るもσ)で、これ1糞 ヅルが夕(υ 域戴警αオa)=ラ テン袈疼入奮‡のルカオ轟

弩肝書 の ア驚 孝 ご 税静

`シ

ス1挙 の 電瞥鸞 (鷹孵 力f∫ ′caん 蘇″:額 驚ea轟 0驚 J躍凛)の 題質う
｀

儀きてヽ`ます。有霧な人使li亀調濾アヴュ・マルア←鶴θ川威鯛姥)も 圏ビ驚の

選ぶ飾と率選議鶴備輩鸞をもと1電 ヒて作らね
学てヽ 嗜 す。

常な鉄革争幾たソ
°9テ スタントの教会で

｀
41、 牧春誉泰の十 1電 出てくる

歌諷として持られてヽ`減すが、カトリック数会の備穐の健イfP tt i金 の中て
｀

1壼 、こオtら の督句1壼像り込人 '轟 えもれる着りのサ |ミ 血てきます。

機が牧会て
｀
枠鍮母 (7加 lι滅os)と 定義fれ た(議事31年 )マ リアを鱗える

冒`瀧饉多くの暮:衛作品を主み戯ずモテイーツともなり爵す。ただ、神の

骨と1鷲 マリアの轟犠の継静異て
｀`
こたが、鳥犠械安体 と|ま 手¶分て

｀
あるとす

るア .リ ストテレス吟選想の彗手導 と、予チン民族の熱烈なマリアイ言仲どうヾ

オ腐棋って、マ :,ア の粋格化がぎんと
｀
ん範んで

'な 爵ヽ`ます。準常に tて 、こ

ねも叡会分鎖の丸撥母一つとなってそ崚ヽ`構ず。

プ響テスタント織数会で械、マリアを「イ旦スの骨」と嗜ぶのうゞ一持先

織りで'す 。標鶯キ )メ スト散春ても、翻聯針のオ中側鷹=関 する記鑢械響黒て
｀`
あり、

政た、そうヽヽうイ奪蠅を噴メナてヽヽた賛多跡もありまだん。彼女 1ま、“恙善に應ビ

て,亀争の上 議ヽ」塵Lち 争簿ウイ景えるイム囲争‡僣主っ
いてヽヽた.キ うで

｀
す。


